
飛
騨
高
山
「
飛
騨
民
俗
村 

飛
騨
の
里
」
と
白
川
郷
御
母
衣
「
遠
山
家
」。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

二
〇
一
四
年
九
月
九
日
（
飛
騨
の
里
）、
九
月
十
一
日
（
遠
山
家
）。 

 

岡 

哲
文 

   

飛
騨
高
山
駅
か
ら
定
期
循
環
バ
ス
に
乗
っ
て
約
一
〇
分
の
所
に
、「
飛
騨
の
里
」
と
い
う
施
設
が
あ
る
。

管
理
事
務
所
の
「
旧
日
下
部
家
」
と
「
旧
西
岡
家
」、「
旧
若
山
家
」
と
い
っ
た
白
川
郷
の
合
掌
造
り
民
家
以

外
に
、
荘
川
か
ら
移
築
し
た
建
物
が
四
棟
あ
る
。 

 

〇
五
年
、
五
箇
山
で
の
こ
き
り
こ
祭
り
に
行
く
途
上
、
飛
騨
高
山
の
こ
の
施
設
に
白
川
郷
の
移
築
さ
れ
た

合
掌
造
り
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、「
若
山
家
」
だ
け
を
取
材
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。（
こ
の
時
、
旧
西
岡
家
は

修
復
工
事
中
で
内
部
を
見
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。）
十
三
年
に
荘
川
の
里
で
荘
川
流
合
掌
造
り
の
建
物

を
見
て
以
来
、
荘
川
流
の
民
家
の
取
材
も
受
け
た
い
と
思
い
、
取
材
す
る
こ
と
を
決
意
し
た
。 

  

飛
騨
高
山
は
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の
古
い
町
並
み
を
始
め
、
旧
陣
屋
跡
な
ど
観
光
地
と
し
て
も

有
名
で
、
平
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
多
数
の
観
光
客
が
、
特
に
外
国
人
が
多
く
て
、
飛
騨
の
里
で
も
欧
米
系
の

観
光
客
が
来
て
い
る
の
を
見
た
。
三
町
や
下
二
之
町
大
新
町
の
古
い
町
並
み
に
は
、
多
数
の
店
舗
が
軒
を
連

ね
て
気
軽
に
入
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
ス
イ
ー
ツ
や
飛
騨
牛
な
ど
を
食
べ
ら
れ
る
店
も
あ
り
、
特
に
一
番

の
人
気
は
飛
騨
牛
の
握
り
ず
し
で
あ
る
。
長
蛇
の
列
が
で
き
て
お
り
、
少
し
驚
い
て
し
ま
っ
た
。
余
り
列
の

長
く
な
っ
て
い
な
い
時
を
見
計
ら
っ
て
飛
騨
牛
の
握
り
ず
し
を
食
し
た
。 

  

「
飛
騨
の
里
」
の
バ
ス
停
で
下
車
し
、
広
い
駐
車
場
を
右
手
に
階
段
を
登
っ
た
所
に
苔
む
し
た
合
掌
造
り

の
家
屋
が
目
に
入
る
。
管
理
事
務
所
「
旧
日
下
部
家
」
で
あ
る
。
事
前
に
申
し
込
め
ば
、
ガ
イ
ド
に
よ
る
説

明
が
受
け
ら
れ
る
の
で
、
事
前
申
し
込
み
を
し
て
お
い
た
。 

 
 

 

管
理
事
務
所
の
旧
日
下
部
家
。
飛
騨
高
山
の
古
い
町
並
み
と
飛
騨
牛
の
握
り
ず
し
。 



 
ガ
イ
ド
の
方
か
ら
説
明
を
受
け
る
。
ま
ず
は
飛
騨
の
里
の
案
内
か
ら
始
ま
る
。
飛
騨
の
里
は
建
物
の
博
物

館
で
あ
り
、
こ
こ
の
建
物
は
、
元
々
あ
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
飛
騨
一
円
か
ら
立
ち
退
き
を
迫
ら
れ
た
重
要

な
も
の
を
移
築
し
て
保
存
し
た
と
い
う
施
設
で
あ
る
。 

 

最
初
に
「
旧
若
山
家
」
か
ら
取
材
し
た
。
こ
の
合
掌
造
り
の
建
物
は
元
々
岐
阜
県
大
野
郡
白
川
村
下
滝
村

（
荘
川
村
）
に
あ
っ
た
も
の
で
、
飛
騨
の
里
へ
の
移
築
の
際
の
建
築
部
材
の
墨
書
き
さ
れ
た
年
代
か
ら
推
測

さ
れ
る
の
は
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
だ
が
、
以
前
は
家
伝
に
よ
り
宝
暦
初
年
（
一
七
五
一
）
に
建
造
さ
れ

た
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
家
の
最
大
の
特
徴
は
「
せ
が
い
造
り
」（
側
柱
上
部
か
ら
腕
木
を
突
出
さ
せ
て
小
板

を
張
っ
た
棚
を
持
つ
造
り
）
で
、
組
頭
、
名
主
以
上
に
し
か
認
め
ら
れ
な
い
も
の
だ
っ
た
。 

 

こ
の
合
掌
造
り
の
民
家
も
、
昨
年
夏
に
訪
問
し
た
名
古
屋
の
東
山
植
物
園
内
に
移
築
さ
れ
た
「
旧
太
田
家
」

同
様
に
御
母
衣
（
み
ほ
ろ
）
ダ
ム
建
設
に
よ
っ
て
昭
和
三
四
年
（
一
九
五
四
）
に
高
山
市
に
移
築
さ
れ
、「
飛

騨
民
俗
館
」
と
し
て
一
般
に
公
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

こ
の
家
の
特
徴
は
先
ず
、
玄
関
に
ト
イ
レ
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
合
掌
造
り
の
家
、
五
箇
山
で
も

そ
う
だ
が
、
煙
硝
作
り
と
関
係
が
あ
る
。
煙
硝
作
り
に
人
尿
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
か
ら
だ
。
ま
た
こ
の
家
は

荘
川
に
あ
っ
た
、
元
は
荘
川
造
り
で
寄
棟
で
あ
っ
た
が
、
途
中
か
ら
合
掌
造
り
に
直
し
た
、
そ
の
痕
跡
を
残

し
て
い
て
、
合
掌
造
り
の
発
生
が
分
か
る
大
変
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。 

 

昭
和
五
二
年
（
一
九
七
七
）
六
月
二
七
日
に
国
指
定
重
要
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。
そ
の
最
大
の
理

由
は
二
階
に
あ
る
。
屋
根
裏
に
二
本
の
柱
が
あ
る
。
今
は
用
を
な
し
て
い
な
い
が
、
荘
川
系
の
寄
棟
造
り
で

は
窓
が
出
来
ず
、
風
通
し
も
悪
い
た
め
に
こ
の
柱
に
の
っ
て
い
た
屋
根
に
更
に
柱
と
窓
を
に
増
築
し
た
。
増

築
に
よ
っ
て
二
階
だ
け
で
な
く
三
、
四
階
の
面
積
も
増
え
、
養
蚕
の
ス
ペ
ー
ス
も
更
に
増
え
る
。
そ
の
利
点

が
あ
っ
て
、
蚕
を
飼
う
た
め
に
広
い
所
と
風
通
し
を
良
く
す
る
た
め
に
合
掌
造
り
に
し
た
。 

 
 

 

若
山
家
外
観
、
屋
根
が
苔
む
し
て
い
る
。
玄
関
に
あ
る
煙
硝
作
り
の
た
め
の
ト
イ
レ
と
、
二
階
屋
根
裏
に
あ

る
、
荘
川
造
り
か
ら
合
掌
造
り
に
直
し
た
時
の
柱
。 

  

ガ
イ
ド
の
方
と
歩
き
な
が
ら
、
次
の
「
旧
八
月
一
日
家
（
ほ
づ
み
け
）」
へ
向
か
う
。
こ
の
家
は
荘
川
流

入
母
屋
造
り
で
あ
る
。
こ
の
家
の
苗
字
、
八
月
一
日
と
書
い
て
「
ほ
づ
み
」
と
読
む
の
は
、
旧
暦
の
八
月
一

日
、
新
暦
だ
と
九
月
一
〇
日
ご
ろ
に
粟
や
稗
な
ど
の
穂
が
実
り
、
そ
れ
を
収
穫
し
た
こ
と
か
ら
こ
の
珍
し
い

苗
字
に
な
っ
た
。
白
川
村
三
屋
河
（
現
・
高
山
市
荘
川
町
三
屋
河
）
の
西
願
寺
の
庫
裡
と
し
て
江
戸
時
代
末

期
に
建
て
ら
れ
た
。
屋
根
が
苔
む
し
て
い
る
の
が
分
か
る
。
こ
こ
で
は
現
在
室
内
に
て
、
飛
騨
地
方
で
も
ち



い
ら
れ
た
ソ
リ
の
展
示
が
行
わ
れ
て
お
り
、
内
部
に
上
が
っ
て
見
学
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
飛
騨
地
方
に

お
い
て
、
積
雪
が
多
い
冬
の
期
間
、
ソ
リ
が
最
も
重
要
な
運
搬
手
段
で
、
運
ぶ
対
象
や
用
途
に
応
じ
て
様
々

な
ソ
リ
が
用
い
ら
れ
た
。
ま
た
、
元
庄
屋
で
、
囲
炉
裏
が
三
つ
あ
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。 

 

こ
の
家
は
前
述
し
た
と
お
り
、
寺
の
庫
裡
だ
っ
た
た
め
、
家
の
横
に
鐘
堂
が
あ
っ
て
、
自
由
に
鳴
ら
す
こ

と
が
で
き
る
。
試
し
に
鳴
ら
し
て
み
た
が
、
結
構
コ
ツ
が
必
要
で
素
人
に
は
上
手
く
鳴
ら
せ
な
い
。
外
国
人

観
光
客
が
珍
し
そ
う
に
鳴
ら
す
の
を
体
験
し
て
い
た
。
大
正
六
年
建
築
で
、
揣
岸
寺
（
臨
済
宗
妙
心
寺
派
）

の
住
職
よ
り
寄
贈
さ
れ
た
。
毎
年
除
夜
の
鐘
つ
き
が
行
わ
れ
、
観
光
客
は
勿
論
地
元
の
人
た
ち
に
も
開
放
し

て
い
る
。 

 
 

 

荘
川
流
の
旧
八
月
一
日
家
の
外
観
。
内
部
に
展
示
さ
れ
て
い
る
ソ
リ
の
一
つ
。
鳴
ら
す
こ
と
を
体
験
で
き
る

梵
鐘
。 

  
 

 

旧
吉
真
家
（
よ
し
ざ
ね
け
）
も
入
母
屋
造
り
で
、
吉
城
郡
小
鷹
狩
郷
角
川
村
（
現
・
飛
騨
市
河
合
町
角
川
）

か
ら
江
戸
中
期
の
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
に
建
て
ら
れ
た
国
の
重
要
文
化
財
で
あ
る
。
屋
根
が
葺
き
替
え

た
ば
か
り
で
綺
麗
で
、
内
部
に
あ
る
生
活
民
具
は
、
こ
の
家
の
も
の
で
は
な
い
が
、
往
時
の
生
活
の
一
端
を

伺
え
る
。 

 

国
の
重
要
文
化
財
で
あ
る
理
由
は
こ
の
家
の
免
震
構
造
に
あ
る
。
安
政
五
年
の
角
川
地
震
（
飛
越
地
震
）

が
発
生
し
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
を
超
え
、
全
壊
家
屋
三
七
八
軒
、
半
壊
四
九
七
軒
、
死
者
二
〇
七
名
に
及

び
、
全
滅
し
た
集
落
も
あ
っ
た
中
で
、
こ
の
家
は
持
ち
こ
た
え
た
。
そ
の
た
め
、
平
成
七
年
（
一
九
九
五
）

の
阪
神
淡
路
大
震
災
の
後
、
建
築
学
者
が
多
く
見
学
に
来
た
。
六
本
の
柱
で
正
方
形
型
に
し
て
、
更
に
太
い

梁
で
四
方
を
囲
ん
だ
。
ち
ょ
う
ど
正
方
形
の
箱
を
真
ん
中
に
置
き
、
後
か
ら
寄
棟
に
し
た
。
建
築
学
的
に
も

非
常
に
優
れ
た
構
造
で
あ
る
。
二
つ
目
は
ほ
ぞ
形
式
と
い
っ
て
、
柱
に
穴
を
あ
け
て
通
し
楔
で
と
め
て
あ
る
。

地
震
で
揺
れ
て
楔
が
折
れ
る
と
、
揺
れ
を
吸
収
し
て
こ
の
家
は
地
震
の
倒
壊
を
免
れ
た
の
で
は
な
い
か
と

い
わ
れ
て
い
る
。 

 
 



 
 

 

吉
真
家
の
外
観
と
内
部
の
展
示
品
、
囲
炉
裏
。 

（
内
部
に
沢
山
民
具
が
展
示
し
て
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ら
は
こ
の
家
の
物
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。） 

  

次
は
「
兜
造
り
」
が
特
徴
の
「
旧
道
上
家
」
で
あ
る
。
こ
の
家
は
県
北
部
、
越
中
（
富
山
県
）
と
の
国
境

に
あ
っ
た
吉
城
郡
小
嶋
郷
加
賀
沢
（
か
が
そ
）
に
あ
り
、
江
戸
時
代
末
期
に
建
て
ら
れ
た
県
指
定
重
要
文
化

財
で
あ
る
。
妻
側
の
か
や
ぶ
き
屋
根
の
下
部
が
大
き
く
切
り
取
ら
れ
、
こ
こ
に
障
子
窓
を
設
け
て
中
二
階
を

形
成
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
中
二
階
や
二
階
を
広
く
取
っ
て
養
蚕
を
営
め
る
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
た
建
物

を
「
兜
造
り
」
と
い
い
、
山
梨
県
や
関
東
等
で
見
ら
れ
る
形
式
で
あ
る
。
中
二
階
と
二
階
は
養
蚕
だ
け
の
ス

ペ
ー
ス
で
あ
っ
て
、
住
居
ス
ペ
ー
ス
で
は
な
い
。
東
京
の
檜
原
村
数
馬
に
こ
の
よ
う
な
古
民
家
が
数
件
あ
り
、

内
部
公
開
を
し
て
い
る
。
ま
た
富
士
五
湖
の
近
く
に
「
西
湖
癒
し
の
里
根
場
」
と
い
う
兜
造
り
民
家
を
移
築 

復
元
し
た
施
設
が
あ
る
。 

 

更
に
こ
の
家
に
は
ケ
ヤ
キ
が
使
わ
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
に
ケ
ヤ
キ
は
「
御
禁
木
」、
或
い
は
「
御
止
木
」

と
呼
ば
れ
、
民
家
に
使
用
す
る
こ
と
を
幕
府
か
ら
禁
じ
ら
れ
て
い
た
が
、
当
地
域
に
ケ
ヤ
キ
が
沢
山
あ
っ
た

こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。 

 

屋
根
は
苔
む
し
て
い
な
い
が
、
外
観
の
柱
や
木
材
は
結
構
年
月
が
経
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
。 

 
 

 

「
兜
造
り
」
の
道
上
家
外
観
。
屋
根
裏
の
養
蚕
ス
ペ
ー
ス
の
展
示
品
の
数
々
。 



 
こ
の
旧
道
上
家
の
隣
に
先
ほ
ど
の
旧
吉
真
家
が
あ
り
、
そ
の
隣
が
旧
富
田
家
で
あ
る
。
屋
根
は
苔
む
し
て

お
り
、
暫
く
葺
き
か
え
て
い
な
い
の
が
分
か
る
。
入
口
の
近
く
に
大
八
車
の
車
輪
が
多
数
、
そ
し
て
本
物
の

大
八
車
も
飾
っ
て
あ
る
。
岐
阜
県
吉
城
郡
下
高
原
郷
杉
山
村
（
現
・
飛
騨
市
神
岡
町
杉
山
）
に
建
て
ら
れ
た
、

こ
れ
も
県
指
定
の
重
要
文
化
財
で
あ
る
。
こ
の
家
は
神
岡
鉱
山
に
近
く
、
飛
騨
と
越
中
を
結
ぶ
越
中
東
街
道

沿
い
に
あ
り
、
神
岡
鉱
山
よ
り
北
の
茂
住
（
も
ず
み
）
鉱
山
に
送
る
荷
物
や
牛
馬
の
中
継
を
営
ん
で
い
た
。

戸
口
の
横
に
は
馬
を
つ
な
い
で
水
を
飲
ま
せ
る
木
製
の
長
い
貯
水
槽
み
た
い
な
の
が
置
い
て
あ
る
。 

 

内
部
に
は
囲
炉
裏
や
民
具
が
展
示
し
て
あ
る
ほ
か
、
冬
場
を
除
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
地
元
の
「
飛
騨

さ
し
こ
」
の
実
演
も
行
っ
て
い
る
。
ま
た
更
に
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
内
に
で
は
あ
る
が
、
郷
土
玩
具
の
展
示
も
行

っ
て
い
る
。 

 
 

 

苔
む
し
た
屋
根
と
大
八
車
の
車
輪
が
特
徴
の
旧
富
田
家
外
観
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
実
演
と
郷
土
玩
具

の
展
示
。 

 

最
後
に
見
る
の
は
合
掌
造
り
の
「
旧
西
岡
家
」
で
あ
る
。
こ
の
家
は
蓮
受
寺
の
庫
裡
で
あ
り
、
白
川
郷
加

須
良
（
か
ず
ら
）
か
ら
移
築
さ
れ
た
県
の
重
要
文
化
財
、
江
戸
時
代
後
期
の
築
で
あ
る
。
白
川
郷
の
加
須
良

は
白
川
村
の
最
も
北
端
の
集
落
で
、
峠
ひ
と
つ
越
え
る
と
富
山
県
五
箇
山
の
桂
（
か
つ
ら
）
集
落
に
な
る
。

両
村
は
結
び
つ
き
が
強
く
、
生
活
面
で
は
共
同
体
で
あ
っ
た
が
、
過
疎
化
と
豪
雪
の
た
め
に
加
須
良
集
落
が

昭
和
四
二
年
（
一
九
六
七
）
に
、
続
け
て
三
年
後
に
は
五
箇
山
の
桂
集
落
が
四
十
五
年
（
一
九
七
〇
）
に
集

団
離
村
し
、
五
箇
山
の
桂
集
落
は
現
代
、
ダ
ム
の
底
に
沈
ん
で
い
る
。 

 

以
前
紹
介
し
た
白
川
郷
荻
町
集
落
の
反
対
側
、
白
川
郷
高
速
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
あ
る
「
総
合
案
内
所 

で
あ
い
の
館
」
を
背
に
車
道
を
横
断
し
た
所
に
、
県
の
重
要
文
化
財
九
棟
を
移
築
し
た
「
野
外
博
物
館 

合

掌
造
り
民
家
園
」
が
あ
り
、
こ
の
園
内
に
五
棟
の
加
須
良
か
ら
移
築
し
た
古
民
家
が
あ
る
。
外
国
人
を
含
め

た
観
光
客
で
あ
ふ
れ
か
え
っ
て
い
る
荻
町
集
落
と
は
対
照
的
で
、
私
が
訪
問
し
た
限
り
で
は
こ
の
合
掌
造

り
民
家
園
に
は
沢
山
の
訪
問
客
は
い
な
い
か
ら
、
一
軒
一
軒
ゆ
っ
く
り
内
部
ま
で
見
学
で
き
る
。
在
り
し
日

の
加
須
良
の
白
黒
映
像
も
見
ら
れ
る
。
五
箇
山
の
桂
集
落
か
ら
移
築
し
た
民
家
に
関
し
て
は
、
神
奈
川
県
川

崎
市
の
「
日
本
民
家
園
」
内
に
一
軒
、
県
の
重
要
文
化
財
「
山
田
家
住
宅
」
が
あ
る
。
詳
し
く
は
日
本
民
家

園
に
お
問
い
合
わ
せ
を
。 

 

こ
こ
の
旧
西
岡
家
を
み
て
か
ら
白
川
郷
の
合
掌
造
り
民
家
園
を
見
学
し
、
さ
ら
に
川
崎
市
の
日
本
民
家



園
を
訪
問
し
て
、
桂
・
加
須
良
両
方
の
移
築
古
民
家
を
見
て
回
っ
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。 

 
 

 

「
旧
西
岡
家
」
外
観
と
、「
ま
や
」
に
置
い
て
あ
る
木
製
の
牛
、
養
蚕
の
道
具
等
。 

  
 

白
川
郷
「
旧
遠
山
家
民
俗
館
」
。 

 

一
昨
年
（
二
〇
一
三
年
）
一
〇
月
、
荘
川
か
ら
名
古
屋
発
の
高
速
バ
ス
で
白
川
郷
へ
向
か
う
途
上
、
御
母

衣
ダ
ム
や
荘
川
桜
も
過
ぎ
て
し
ば
ら
く
す
る
と
、
合
掌
造
り
の
大
き
な
家
が
目
に
入
っ
た
。
木
製
の
板
で

「
遠
山
家
住
宅
」
と
書
か
れ
て
い
た
が
、
当
然
バ
ス
は
停
車
せ
ず
に
そ
の
ま
ま
白
川
郷
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
。

だ
か
ら
今
回
は
是
非
見
学
し
よ
う
と
、
白
川
郷
滞
在
を
一
日
伸
ば
し
た
。 

 

免
許
を
持
っ
て
い
な
い
私
は
、
い
つ
で
も
公
共
交
通
機
関
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
が
、
白
川
郷
の
バ
ス
タ

ー
ミ
ナ
ル
か
ら
遠
山
家
近
く
の
牧
の
バ
ス
停
ま
で
は
一
日
五
本
の
便
し
か
な
く
て
、
濃
飛
バ
ス
「
金
沢
・
白

川
郷
線
」
の
バ
ス
で
一
番
早
く
て
午
後
一
二
時
五
二
分
発
し
か
な
く
て
、
帰
り
は
牧
発
が
一
五
時
四
五
分
で

あ
る
。
遠
山
家
だ
け
の
見
学
だ
か
ら
、
そ
れ
程
時
間
は
か
か
ら
な
い
だ
ろ
う
と
思
い
、
こ
の
便
に
乗
る
こ
と

に
し
た
。「
旧
遠
山
家
」
は
、
バ
ス
停
か
ら
少
し
離
れ
た
所
に
あ
る
が
、
苔
む
し
た
茅
葺
き
屋
根
と
木
目
に

趣
が
感
じ
ら
れ
る
合
掌
造
り
で
あ
り
、
建
築
は
文
政
一
〇
年
（
一
八
二
七
）
で
あ
り
、
大
家
族
制
を
し
の
ば

せ
る
壮
大
な
規
模
と
峡
谷
の
緑
深
い
環
境
に
調
和
す
る
風
格
と
美
し
さ
を
語
る
。
一
九
七
一
年
（
昭
和
四
六
）

に
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。
こ
の
遠
山
家
は
「
近
隣
の
家
か
ら
灰
汁
煮
焔
硝
（
粗
製
の
硝
石
）
を

集
め
て
精
製
し
て
で
き
た
上
焔
硝
を
村
外
に
販
売
し
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
床
下
で
焔
硝
土
を
調
整
し
、
灰

汁
煮
煙
硝
も
生
産
し
て
い
た
」
民
家
で
あ
る
。 

尚
、
周
囲
に
は
雑
貨
屋
と
旅
館
が
あ
る
以
外
何
も
無
く
、
遠
山
家
の
敷
地
内
に
ト
イ
レ
が
併
設
さ
れ
て
い

る
が
、
今
で
は
も
う
殆
ど
お
目
に
か
か
れ
な
い
汲
み
取
り
式
な
の
で
、
汲
み
取
り
式
ト
イ
レ
が
苦
手
な
方
は
、

旅
館
等
で
ト
イ
レ
を
借
り
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

 

遠
山
家
に
は
ガ
イ
ド
に
よ
る
説
明
等
は
無
く
、
ま
た
場
所
柄
、
平
日
だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
訪
問
者
は

私
と
車
で
来
た
方
が
一
人
と
現
在
の
住
人
だ
け
だ
っ
た
。 

 

こ
の
遠
山
家
は
昭
和
の
初
め
に
ナ
チ
ス
の
台
頭
を
嫌
っ
て
日
本
に
亡
命
し
た
建
築
家
、
ブ
ル
ー
ノ
・
タ
ウ

ト
（
一
八
八
〇
～
一
九
三
八
）
が
昭
和
一
〇
年
（
一
九
三
五
）
五
月
一
七
～
一
八
日
に
滞
在
し
、「
日
本
美

の
再
発
見
」
の
中
で
「
構
造
が
実
に
論
理
的
、
合
理
的
」
と
絶
賛
し
て
い
る
。 



 
私
は
白
川
郷
に
興
味
を
持
っ
て
以
来
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
で
タ
ウ
ト
の
白
川
郷
訪
問
の
こ
と
を
知
っ
た
。

タ
ウ
ト
が
訪
問
し
た
も
の
は
荻
町
だ
と
思
い
込
ん
で
い
た
が
、
訪
問
し
た
の
は
こ
の
遠
山
家
の
こ
と
だ
っ

た
の
で
あ
る
。 

 

ま
た
白
川
郷
の
合
掌
造
り
民
家
イ
コ
ー
ル
大
家
族
と
い
わ
れ
る
の
も
こ
の
遠
山
家
の
こ
と
ら
し
く
、
こ

れ
は
荻
町
や
五
箇
山
で
も
同
じ
こ
と
で
あ
る
が
、
山
間
の
里
で
耕
地
に
適
さ
ず
、
養
蚕
や
煙
硝
作
り
が
主
な

産
業
だ
っ
た
た
め
に
分
家
が
で
き
ず
、
相
続
者
で
あ
る
者
の
み
が
婚
姻
を
な
し
、
他
の
兄
弟
姉
妹
は
生
家
に

留
ま
り
通
い
婚
で
あ
り
、
生
ま
れ
た
子
供
の
大
部
分
は
母
方
の
生
家
で
育
て
ら
れ
た
。
近
世
後
期
以
降
明
治

に
入
っ
て
か
ら
顕
著
に
な
り
、
昭
和
三
〇
年
に
一
番
家
族
が
多
く
て
四
五
人
ほ
ど
い
た
。
内
部
に
当
時
の
家

族
を
写
し
た
大
き
な
写
真
と
タ
ウ
ト
訪
問
時
の
こ
と
が
書
か
れ
た
写
真
と
ボ
ー
ド
で
説
明
が
あ
る
。 

 

尚
、
こ
れ
は
東
京
に
帰
宅
後
、
今
年
（
二
〇
一
五
年
）
に
入
っ
て
か
ら
偶
々
仕
事
の
な
り
ゆ
き
で
知
っ
た

こ
と
だ
が
、
タ
ウ
ト
訪
問
よ
り
も
四
年
前
の
一
九
二
九
年
（
昭
和
四
）
に
小
説
家
で
俳
人
の
瀧
井
孝
作
（
一

八
九
四 

明
治
二
七
～
一
九
八
四 

昭
和
五
九
）
も
訪
問
し
遠
山
家
を
見
学
し
て
、「
多
人
数
が
蚕
飼
を
し

て
ゐ
た
。
」
の
を
見
て
、
「
実
に
頭
デ
ッ
カ
チ
だ
。
け
れ
ど
堂
々
と
し
て
美
し
い
家
だ
。
」
と
評
し
て
い
る
。 

 

他
の
合
掌
造
り
と
同
じ
く
、
囲
炉
裏
、
絢
爛
豪
華
な
仏
壇
、
そ
れ
か
ら
書
院
造
の
「
お
く
の
で
い
」
な
ど

が
あ
る
。
勿
論
屋
根
裏
へ
上
が
っ
て
養
蚕
や
か
つ
て
の
生
活
民
具
な
ど
を
見
る
こ
と
も
出
来
る
。
私
が
一
番

目
に
し
て
び
っ
く
り
し
た
の
が
、
家
紋
入
り
の
銅
製
の
茶
器
で
あ
る
。
こ
れ
は
他
で
は
見
た
こ
と
が
無
い
も

の
で
あ
る
。
白
川
郷
滞
在
を
一
日
伸
ば
し
て
、
バ
ス
の
便
に
多
少
不
便
を
感
じ
て
も
見
る
価
値
は
あ
る
。 

 
 

 

旧
遠
山
家
外
観
。
合
掌
造
り
は
こ
こ
し
か
な
い
か
ら
す
ぐ
わ
か
る
。
銅
製
の
茶
器
、
養
蚕
道
具
の
展
示
品
。

ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
に
入
っ
て
お
り
、
説
明
書
き
が
な
さ
れ
て
い
る
。 

        



 

基
本
デ
ー
タ
。 

「
飛
騨
民
俗
村 

飛
騨
の
里
」 

〒
五
〇
六
‐
〇
〇
五
五 

岐
阜
県
高
山
市
上
岡
本
町
一
‐
五
九
〇 

電
話
番
号 

〇
五
七
七
‐
三
四‐

四
七
一
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 

〇
五
七
七‐
三
三‐

四
七
一
四 

 

開
館
時
間 

午
前
八
時
三
〇
分
～
午
後
五
時
（
年
中
無
休
）。
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
は
午
後
九
時
ま
で
。 

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
説
明
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。） 

Ｕ
Ｒ
Ｌ 
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入
館
料 

大
人
・
高
校
生
七
〇
〇
円 

小
中
学
生
二
〇
〇
円
。
大
人
団
体
二
〇
名
以
上
六
〇
〇
円 

二
〇
〇

名
以
上
五
〇
〇
円 

高
校
生
団
体
二
〇
名
以
上
三
〇
〇
円 

二
〇
〇
名
以
上
二
五
〇
円 

小
中
学
生
団
体

二
〇
名
以
上
一
五
〇
円 

二
〇
〇
名
以
上
一
〇
〇
円
。 

交
通 

Ｊ
Ｒ
飛
騨
高
山
駅
か
ら
定
期
循
環
バ
ス
で
一
〇
分
。「
飛
騨
の
里
」
バ
ス
停
下
車
。 

中
部
縦
貫
自
動
車
道
高
山
西
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
約
二
〇
分
。 

「
旧
遠
山
家
民
俗
館
」 

（
文
化
財
修
復
の
た
め
、
平
成
二
六
年
十
一
月
か
ら
平
成
二
十
八
年
三
月
ま
で
休
館
。） 

〒
五
〇
一
‐
五
五
〇
六 

岐
阜
県
大
野
郡
白
川
村
御
母
衣
一
二
五 

電
話
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
用
） 

〇
五
七
六
九
‐
五
‐
二
〇
六
二 

休
館
日 

毎
週
水
曜
日
。（
水
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
、
そ
の
前
日
）
年
末
年
始
。 

入
館
料 

一
般
三
〇
〇
円 

小
中
学
生
一
五
〇
円 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

一
般
団
体
二
五
名
以
上
二
四
〇
円 

小
中
学
生
団
体
一
二
〇
円 

 

営
業
時
間 

午
前
一
〇
時
～
午
後
四
時
。 

交
通 

飛
騨
高
山
バ
ス
セ
ン
タ
ー
か
ら
白
川
郷
経
由
牧
ま
で
。
濃
飛
バ
ス
「
金
沢
白
川
郷
線
」
牧
バ
ス
停
下

車
す
ぐ
。 

濃
飛
バ
ス
「
白
川
郷
線
」
。
濃
飛
バ
スH

P
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→
乗
り
合
い
バ
ス
→
「
白
川

郷
線
。」 
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